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要  旨 
 
本研究は、新たな対象物の形状・構造提示手法として、空間における能動
的な探索運動と仮想的な対象物との位置的な対応関係を非視覚的情報によっ
て提示する手法を、人間の形状知覚のメカニズム解明へ向けた新たなアプロ
ーチとして提案し、本手法を用いて形状知覚特性の検討を行うことを目的と
する。 
本提案手法では、対象物形状に関する視覚情報と触覚情報が得られない条
件下で、能動的な探索によって得られる運動情報と、提示される音、振動等
の情報から対象物の形状認知を行う。提示される情報は、形状に直接的に結
び付くものではなく、運動位置と仮想的な対象物との位置的な対応関係であ
り、被験者は探索運動をすることによって初めて対象物形状の知覚できる。
このような形状知覚は我々が通常行っているそれとは大きく異なっている。 
本提案手法における形状知覚特性を検討するために、２次元図形と３次元
図形それぞれについて図形の識別を課題とする実験を行った。また、運動か
ら得られる自己受容的な位置情報と視覚から得られる運動位置の情報がどの
ような相互作用をしているのかという点に着目し、視覚から運動位置の情報
が得られる条件(可視条件)と得られない条件(不可視条件)の両条件について検
討した。 
２次元図形の識別実験から、探索方法や識別方法が被験者個人で異なって
いること、視覚から得られる外界の情報が、運動から得られる自己の身体の
相対的な位置情報と空間における絶対的な位置情報とを関連付けていること
を示唆する結果が得られた。一方３次元図形の識別実験では可視・不可視の
条件間で回答時間に差が見られ、２次元図形の識別よりも、視覚から得られ
る位置情報が知覚に大きく作用していることが示唆された。 
以上、本研究で提案した提示手法による調査を通じて、能動的な探索運動
による形状知覚における運動情報や視覚情報の役割を示唆する結果が得られ
た。また、提案提示手法は人間の通常の形状認知プロセスとは大きく異なる
ものであるが、本手法による形状の知覚が可能であることが示唆された。提
案手法による調査をさらに進めることで、人間の形状知覚メカニズムの新た
な未知の側面が明らかになることが期待できる。 
 
